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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結
累計期間

第65期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 3,327,727 4,360,673 16,764,169

経常利益又は経常損失（△）（千円） △1,005 221,711 282,244

四半期（当期）純利益又は四半期純損失(△)

（千円）
△33,212 145,076 128,402

四半期包括利益又は包括利益（千円） 22,184 204,482 191,794

純資産額（千円） 3,951,779 4,297,100 4,121,353

総資産額（千円） 8,714,761 10,295,164 10,732,735

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△5.95 25.98 23.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 44.6 40.9 37.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．第65期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため、第66期第１四半期連結累計期間及び第65期の潜在株

式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の景気低迷や円高傾向の継続等の影響から先行きの

不透明感はあるものの、緩やかながら回復しました。

 わが国の工作機械業界、当第１四半期連結累計期間の受注額は、欧州債務問題による設備投資の減少や円高の

影響を受け前年同期比６．６％減となりましたが、北米を中心に年間では堅調な受注が続くことが期待されて

います。

 こうした環境下、工作機械を主力取扱商品とする当社グループにおいて、欧州では低迷した景気の影響を受け

たものの、アジアや北米では受注・売上とも増加し業績は順調に回復しました。また国内部門も緩やかながら

受注・売上が増加し業績の回復が続きました。

 上記の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は４３億６千万円（前年同期比３１．０％増）、営業利益は

２億２千万円（前年同期は１千７百万円の営業損失）、経常利益は２億２千１百万円（前年同期は１百万円の

経常損失）、四半期純利益は１億４千５百万円（前年同期は３千３百万円の四半期純損失）となりました。

 セグメントごとの業績は次の通りであります。

日本

 工作機械の受注が回復し、当第１四半期連結累計期間の売上高は２７億２千８百万円（前年同期比６．９％

増）となりました。営業利益は、５千６百万円（前年同期は１千４百万円の営業損失）となりました。

北米

 自動車メーカー関係向けの受注が回復し、当第１四半期連結累計期間の売上高は５億８千８百万円（前年同

期比７０．０％増）になりました。営業利益は、２千万円（前年同期は０百万円）となりました。

欧州

 自動車メーカー関係向けの受注が低迷し、当第１四半期連結累計期間の売上高は８千５百万円（前年同期比

２．４％減）となりました。営業利益は、売上減少となったものの一層の経費削減に努めた結果、０百万円（同

６．６％増）となりました。

アジア

 自動車・２輪車メーカー関係向けの受注が増加し、当第１四半期連結累計期間の売上高は９億５千８百万円

（同１８０．９％増）となりました。営業利益は、１億１千万円（前年同期は１千１百万円の営業損失）とな

りました。
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（２）財政状態の分析

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は１０２億９千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億

３千７百万円減少しました。

 流動資産は前連結会計年度末に比べ、３億７千４百万円減少し、７４億１千１百万円となりました。これは主

として受取手形及び売掛金の減少によるものであります。

 固定資産は前連結会計年度末に比べ６千３百万円減少し、２８億８千３百万円となりました。これは主として

投資有価証券の減少によるものであります。

 流動負債は前連結会計年度末に比べ５億６千１百万円減少し、５２億１千２百万円となりました、これは主と

して支払手形及び買掛金の減少によるものです。

 固定負債は前連結会計年度末に比べ５千２百万円減少し、７億８千６百万円となりました。これは主として繰

延税金負債の減少によるものです。

 純資産は４２億９千７百万円となり前連結会計年度末に比べ１億７千５百万円増加しました。これは主とし

て利益剰余金の増加によるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に対する重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

（４）研究開発活動

 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,858,000

計 23,858,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,158,000 6,158,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数 100株

計 6,158,000 6,158,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日　
－　 6,158,000－　 397,500 　－ 280,300

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　574,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,582,700 55,827 －

単元未満株式 普通株式　   　 600 － －

発行済株式総数 6,158,000 － －

総株主の議決権 － 55,827 －

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社トミタ

東京都中央区銀座８丁目

３番10号　
574,700－ 574,700 9.33

計 － 574,700－ 574,700 9.33

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,479,100 2,335,108

受取手形及び売掛金 ※
 4,358,197

※
 3,967,608

商品 674,585 900,853

その他 273,941 207,753

流動資産合計 7,785,824 7,411,324

固定資産

有形固定資産 1,139,575 1,137,656

無形固定資産

その他 29,479 27,597

無形固定資産合計 29,479 27,597

投資その他の資産

投資土地 830,074 830,074

その他 990,821 930,750

貸倒引当金 △43,040 △42,240

投資その他の資産合計 1,777,856 1,718,585

固定資産合計 2,946,911 2,883,839

資産合計 10,732,735 10,295,164

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 4,833,574

※
 4,493,419

短期借入金 304,579 302,660

未払法人税等 96,512 23,957

賞与引当金 79,098 21,600

役員賞与引当金 22,000 －

その他 437,490 370,371

流動負債合計 5,773,254 5,212,008

固定負債

長期借入金 61,114 42,781

役員退職慰労引当金 245,446 254,380

その他 531,567 488,893

固定負債合計 838,127 786,055

負債合計 6,611,382 5,998,063
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 397,500 397,500

資本剰余金 280,300 280,300

利益剰余金 3,187,401 3,304,561

自己株式 △116,156 △116,156

株主資本合計 3,749,044 3,866,204

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 146,788 108,161

土地再評価差額金 393,071 393,071

為替換算調整勘定 △233,362 △156,109

その他の包括利益累計額合計 306,498 345,123

少数株主持分 65,810 85,771

純資産合計 4,121,353 4,297,100

負債純資産合計 10,732,735 10,295,164
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 3,327,727 4,360,673

売上原価 2,903,484 3,691,634

売上総利益 424,242 669,039

販売費及び一般管理費 441,345 448,311

営業利益又は営業損失（△） △17,102 220,727

営業外収益

受取利息 189 231

受取配当金 5,460 6,093

受取賃貸料 21,250 17,051

その他 5,359 10,098

営業外収益合計 32,261 33,474

営業外費用

支払利息 1,753 1,457

不動産賃貸費用 6,668 7,128

債権売却損 3,411 4,015

為替差損 1,782 17,723

その他 2,549 2,165

営業外費用合計 16,163 32,491

経常利益又は経常損失（△） △1,005 221,711

特別利益

固定資産売却益 － 198

特別利益合計 － 198

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,005 221,909

法人税、住民税及び事業税 8,176 24,718

法人税等調整額 25,262 38,675

法人税等合計 33,438 63,394

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△34,443 158,515

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,231 13,439

四半期純利益又は四半期純損失（△） △33,212 145,076
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△34,443 158,515

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 37,102 △38,627

為替換算調整勘定 19,526 84,594

その他の包括利益合計 56,628 45,966

四半期包括利益 22,184 204,482

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 24,588 183,702

少数株主に係る四半期包括利益 △2,403 20,780
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【会計方針の変更等】

　　（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）

　　　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更により、損益に与える影響はありません。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 60,188千円 120,413千円

支払手形 437,026千円 546,879千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び投資その他の資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 9,736千円 9,493千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 27,916千円 ５円 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式  27,916千円　５円 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円） 

　 報告セグメント　
合計　

　 日本 北米 欧州 アジア

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上

高
2,552,575 346,114 87,842 341,194 3,327,727

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

399,822 1,692 795 1,403 403,713

計 2,952,397 347,807 88,637 342,597 3,731,440

セグメント利益又は

損失（△）
△14,440 900 526 △11,636 △24,649

 　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

（単位：千円） 

損益 金額

報告セグメント計 △24,649

セグメント間取引消去 7,546

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △17,102

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円） 

　 報告セグメント　
合計　

　 日本 北米 欧州 アジア

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上

高
2,728,212 588,344 85,735 958,381 4,360,673

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

624,925 611 347 6,944 632,828

計 3,353,137 588,955 86,083 965,325 4,993,501

セグメント利益 56,939 20,440 561 110,393 188,334

 　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

（単位：千円） 

利益 金額

報告セグメント計 188,334

セグメント間取引消去 32,393

四半期連結損益計算書の営業利益 220,727

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△5円95銭 25円98銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△33,212 145,076

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△33,212 145,076

普通株式の期中平均株式数（株） 5,583,360 5,583,282

（注）　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため、当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

株式会社トミタ

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 中塩　信一　　印

 
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 平井　肇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トミタの

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トミタ及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。  

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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